
金山明　暗年譜

北川智昭

凡例

＊　本略年譜は、金山明の事績を主とし、それ（こ若干の関連事項を加えて撮んだものである。展覧会の出品厘にはS、一般事項には●、文献か

ら抜粋した項には工を附した。

＊　本年藷を編んだ意図のひとつは、金山の生還の着動を浮かび上がらせることにある。そのため、高裁事項は具体以前と具体以降の活動を重

視して季題を謁げた。

＊　展覧会出品作は、制作時期を具体以前（A）、具体時代（B）、具体以後（C）に分け、作品名の後に図版番号（例：No．A－X）を附した。また作品名

不詳の場合は仮題（＊）で表記した。

＊　記載事項は、F具体資料集」所収年薔（芦屋市立美術博物遠編1993年）、「田中敦子」展カタログ所収年輩（加藤瑞謹頴　田中敦子展実行委員会、

声量市立美術博物館、静岡県立美術館発行　2001年）を典拠とした．

1歳頃の金山明

金山明　暗年譜

1924（大正13〉年　0歳

7月　　●17日、兵庫県尼崎市に、市内神田中道で呉服屋「ねるや」を営む父通覧、母すへの六男として生まれる。

1937（昭12）年　13歳

4月　　●大阪商業学校（現在・大南学園高等学校）に入学。

1939－40（昭14－15）年　15－16歳

この頃　●父道寛が尼崎市武庫川で旅館・蓬莱荘を始める。家族とともに移り住み、両親、長兄夫婦、兄弟ら

と暮らす。この時期から遠縁が住職を務めていた妙法寺（大阪市両区谷町八丁目）に出入りし始める。

1941（昭16）年　17歳

12月　　●大阪商業学校を卒業。

1943（昭18）年　19歳

5月　　●尼崎市大庄国民学校（現在・尼崎市立大庄小学校）の助教となる。

1945（昭20）年　　21歳

春頃　　●大庄国民学校の児童とともに疎闊する。

6月　　●尼崎市大庄国民学校を退職。

この頃　●尼崎市で古本屋を営む。

1946（昭21）年　　22歳

4月　　●多摩帝国美術学校（現・多摩美術大学）西洋画に入学。

1947（昭22）年　　23歳

●多摩帝国美術学校を退学。

1948（昭23）年　　24歳

3月　　●尼崎市立大庄中学校教員となる。　●大阪市立美術館付設美術研究所に入所。

1949（昭24）年　　25歳

3月　　●尼崎市立大庄中学校を退職。

1950（昭25）年　　26歳

秋頃　●大阪市立美術館付設美術研究所に入所してきた田中敦子と知り合う。

4月　　●大阪商業高等学校（現在の大南学園高等学校）教員となる。　○新制作展に出品し始める。
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1951（昭26）年　　27歳

3月　　●大阪商業高等学校を退職。

1952（昭27）年　　28歳

●新制作派協会で先鋭的な作品を出品していた白髪一雄、村上彦（三郎）ら、若手作家約15名でゼロ

会を結成。妙法寺の住職家・伊藤泰の養子となっていた実弟・良治を頼り、寺の離れで例会を開く。田中敦

子もまもなく参加。

1954（昭29）年　　30歳

9月　　8第18回新制作展（東京都美術館、9月21日～10月7日、京都市美術銭、大阪市立美術館を巡回）に、《作

品（J3）か（N0．A－62）〈Work（J4）〉（NC．A－63）を出品。　口「大阪の砲台工場言うて、戦争の兵器をつくる広い

場所で、そこが爆撃されてむちゃくちゃになってね、大阪城の後ろにあったんですけどね、大阪城の石垣の

下からダァーツと何キロか焼け野原になって、しかも爆撃でくずれてしまってメチヤクチャな廃墟があった

んですよ。その当時ね。（金山）その廃墟にわたしはそれが好きで一人でよく行ってたんですけど主人誘っ

て行ったんです、こんなとこがあると。それと大阪港。大阪港も煙突がずうっと高くに上がって・‥。（田中）

灯台があってな。（金山）何というか、イタリアみたいな雰囲気のところがある。ここも好きで、二人で行っ

ている間に金山の作品ができだした。こんな煙突が四つ並んだ絵、抽象化していった。それが始まりですね、

主人の絵は。（田中）」（金山明　日中敦子インタビュー／聞き手：中村政人『美術と教育・1997』日本美術協会・

上野の森美術館1997年、P．310）

11月　8第2回ゲンピ展（松坂屋・大阪、11月13日～18日／京都市美術館、11月22日～26日／朝日会館・神戸、

12月10日～16日）に、《Work－S6〉（No．A－57）、《Work－L3秒（NC．A－60）、〈Work－L4〉（NC．A61）、〈Work－SlB（NC．

A－64）を出品。

秋頃　Sゼロ会展（そごう百貨店・大阪）に、《作品か（NC．A－66）、〈作品〉（No．A－67）を出品。　口「僕のちょ

んちょん（という作品）でも一番最初に取り上げたのは吉原さんですよ。あれはゲンピでも通らなかった。吉

原さんは僕の作品を評して、モンドリアンがここまでして『ニューヨーク・ブギヴギ』という作品で死んだ。

その次を金山がしたと私は思うとおっしゃってくれたのです。」（金山明、田中敦子氏インタビュー／聞き手：

尾崎信一郎、山村徳太郎『具体資料集－ドキュメント具体1954－1972』芦屋市立美術博物館題　芦屋市文化振

興財団発行1993年、p．400）

この年　●大阪市立美術館付設美術研究所を退所。

1955（昭30）年　　31歳

この頃　●妙法寺の離れに転居。

春頃　●ゼロ会を解散し、白髪一雄、村上三郎、田中敦子とともに具体美術協会会員となる。　ロ「私の子

供のころからの画友の金山明は、モンドリアンの純粋抽象の作品をもっと単純化したような絵を描いていた。

それを突き進めて線と色面の構成をぎりぎりまで省略していったら、ついにカンバスの縦と横の比率だけが

残ることになった。そこで何も描いていないカンバスでも立派な作品であると、大まじめでこれを展覧会に

出品しようとした。」（白髪一雄「冒険の記録　エピソードでつづる具体グループの12年　第1回」『美術手帖』第

285号1967年7月、P．141）

6月　　○第8回芦屋市展（精道小学校講堂・芦屋、6月8日～12日）に入選し、会員推挙となる。　口「まっ白

に塗りつぶした六十号の回目の下限に赤で「ヒ」の字の線が小さく描かれているだけという作品をたした大阪

ゼロ会メンバー　左か
ら金山明、村上彦（三
郎）、白髪一撞　妙法
寺の大広間で
1952年頃



南区、金山明氏」（「芦屋市展の変わり種を拾う」『毎日新聞』6月9日）

7月　　S真夏の太陽にいとむ野外モダンアート実験展（芦屋Jii畔芦屋公園、7月25日～8月6日）に、7メート

ル四方の白い板の中央に直径30センチの赤い球をおいた《作品B〉（No．B－1）を出品。

10月　看第1回具体美術展（小原会館・東京、10月19日～28日）に、《作品〉（No－A－67）、画面右下に三角の

印をつけた《作品B）（No．A－68）、赤い玉に電球を仕込んで天井に吊るした《たま》（No．B－3）、その《たま砂が斜

め上から大きな白いバルーンを照らしている《作品か（No．B－4）を出品。　口「ロビーから二階ホールへ入った

観客は、今までどんな展覧会にも出品されたことのないものをそこに発見する。部屋の中央の天井からつり

さげられたまっ白な巨大な球体、それは床までとどきそうで部屋の中央の空間を占めている。出品者金山明

は部屋全体を長方形とみて、その中央に大きな球体を存在させたかったわけである。　しかし観客にはそん

な理屈はわからない、まっ白い大きな球体をよくよく見ると、空に浮かべられる白いアドバルーンなのであ

る。　それは観客にはユーモラスに惑じられるのか、みな走りよってこれをつつきながら笑っている。　こ

のアドバルーンから少しはなれてやはり金山の差し渡し六十センチメートルもめるガラスのグローブがつり

さがっていて、まっ赤な光をあたりに投射している。附近に飾られている作品を、どれもこれも赤い色に染

めて知らん顔をしている。」（白髪一雄「冒険の記録　エピソードでつづる具体グループの12年　第3回」『美術

手帖』第287号1967年9月、pp．148－149）

11月　8第3回ゲンピ展（京都市美術館、11月24日～28日／朝日ビルホール・神戸、12月1日～5日／大阪

市立美術館、12月13日～19日）に、《N0．1秒、《N0．2）、〈N0．3か、《No．4秒を出品。

1956（昭31）年　　32歳

4月　　〇一日だけの野外展（武庫lii河口の廃墟・尼崎、4月9日）に、大きな／でルーンをIiIに浮かべた《作品〉（NC．

B－5）を出品。

5月　　S神港アンデパンタン展（神港新聞社3階ホール・神戸、5月1日～8日）第二部・彫塑の部に会員共同

で「具体グループ室」を出品。金山は、〈たま粉、《新聞紙砂を出品。

6月　　8第9回芦屋市展（溝道小学校講堂・芦屋、6月8日～12日）に、バルーンを切り取って板に貼り付け

たく作品1〉（N0．B－6）と、白く丸いビニールを貼り付けた《作品2》を出品。

7月　　S屋外具体美術展（芦屋公園、7月27日～8月5日）に、電車の踏み切り用の信号灯を立てた《警報機》

（No．B－8）、足跡のかたちをつけた白いビニール・シートを100メートルの長さにわたって巡らせ、最後は松

の木の枝で終わる《足跡か（No．B－9）、針が逆に回転する《時計》（No．B－11）、《玉〉（No．B－12）を出品。　□「会

場の北の入口からはじまって南の入口まで、白いビニール布がえんえんと松の木の間をめって敷かれている。

三百メートルはあろうか、長く長く地をはってつづくのだが、この布には人が歩いたように靴形がスタンプ

されている。これをたどって会場を一巡できるのだが、これも作品の一つである。そのとき突然、テンテン

と，ふみ切りの警報機が鳴りだした。あれ、こんなところに電車が通っているはずないんだが、と首をかしげ

ながらよく見ると、まさに正真正銘のしろ物である。パッltッと赤いシグナルも点滅している。これも靴形

も金山明の出品物で、阪急電鉄へ出かけて、長時間、芸術論をぶち、係のおっさんを煙にまいて借りてきた

ものである。」（白髪一雄「冒険の記録　エピソードでつづる具体グループの12年　第2回」『美術手帖言第286号

1967年8月、P．144）

10月　S具体美術小品展（三省堂画廊・東京、10月3日～8日）に、板を立てた作品2点（NC．B－13）（No．B－14）

を出品。　8第2回具体展（小原会館・東京、10月11日～17日）に、《足跡》（No．B－9）、板を立てた作品2点（No．
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B－13）（N0．B－14）、バルーンを床に展元した《作品＊〉（No．B－15）を出品。　□「金山明は激しいと云う形容詞

が全くあては務まらない。あらゆる場合にきちんとした計算と秩序が支えになっているようだ。しかし思考

はたえず未知の方向へ向けられ制作行動はつねに大胆に行われる。今度も変形のバルーンをつくってその上

に無数の点々をかきこんだ。ポンプで空気を送り込むと生きもののようにゆれ動く。なまなましい新鮮なみ

ものである。会場に生きものが同居しているような感じがふとする瞬間がある。しかしそれにしてもどこか

きちんと組立てられた端正さが、他の色のあるお墓のような作品と共通するものをもっている。」（吉原治良「第

二回具体美術展」『具体』第6号1957年）

1957（昭32）年　　33歳

4月　　8第3回具体美術展（京都市美術館、4月3日一10日）に、玩具のリモコンカーにフェルトペンを取り付け

て制作したドローイング12点（No．B－16．1718．19．20．21．22．23．24，25．他2点）、手作りのモーター付目

動線引磯にインクを取り付けて制作した絵画2点（No．B16，27）と合成樹脂塗料を用いた《作品＊〉（No．B－28）、

千号以上の大作1点、バルーンの作品（No．B－29）を出品。　口「金山明はこの展覧会に無機的な線条が無数に

走る不思議な作品群を出品した。　オートマチックな方法は多少とも内面の緊張と燃焼を意味すると思われ

るが、金山の今度の場合はおそろしく冷たい感覚が流れている。そのはづである。彼は完全に機械を使って

画をかかせたのた。　子供の玩具のタンクや自動車に少し走ってはくるりと向きを変えるのかある。金山は 制作中の金山田　妙法
寺の離れの自室にて

百貨店の売場でこれに目をつけ、数台買ったこれ等の豆タンクにマジックインクの瓶を結びつけて走らせて　1957年頃

見た。その機械的な方向転換は案外無数の変化をもっていた。多くの実験ののち彼は特大型の機械を製作さ

せて塗料を流して走らせた。これが今度の千号大以上の大作になった。」（吉原治良「具体美術第3国展」『具体』

第7号1957年）

5月　　S雲台を使用する具体美術（産経会館・大阪、5月29日午前11時～）に、《巨大なバルーン粉を出品。

7月　　S雲台を使用する具体美術（産経ホール・東京、7月17日午後1時～）に、大阪での公演と同じく《巨大

なバルーン》（推定NC．B－30）を出品。東京での公演は、最初に塞台の上にしぼんだままの白いバルーンが置か

れており、鴫本間三の音楽にあわせて送風機で空気を入れると、舞台いっぱいに′ふくれあがったバルーンが

照明を浴びながら回転し、その後に金山がナイフで穴を開けるというものであった。　口「具体の第一回展で

私は床から天井までとどくアドlてルーンを、会場ホールの中央に出品しました。そして今回は劇場のステー

ジに極限に近い大きさでバルーンをふくらませて、これに色々なライトを当て盆上で廻してみせる作品を考

えました。これ等いづれの場合も私は平面、空間、時間、と云う分与難い要素を一つのltルーンによって、

体験したく、克服したく夢中でした。」（金山明「巨大なバルーン」『具体』第7号1957年）

9月　　●5日にミシェル・タピ工が初来日し、吉原治良宅で具体メンバーの作品を見る。

10月　〇第4回具体美術展（小原会館・東京、10月8日～10日）に、《作品＊〉（No．B－31）、《作品》（No．B－32）、《作

品＊〉（No．B－33）を出品。

1958（昭33）年　　34歳

4月　　○舞台を使用する具体美術　第2回発表会（朝日会館・大阪、4月4日午後6時30分～）に、《生物学的

／りレーン宮を出品。　○新しい絵画世界展－アンフォルメルと具体（高島屋・大阪、4月12日～20日／岡政百

貨店・長崎、5月27日～6月2日／福屋百貨店・広島、6月24日～7月6日／高島屋・日本橋、9月2日－7日／

丸物百貨店・京都、9月13日～18日）に出品。　〇第5回具体美術展（小原会館・東京、4月30日一5月2日）に、

《作品＊〉（No．B－34）、〈作品か（No．B－35）を出品。

作品を展示する金山
第3回具体美術展会場
にて

1957年4月

第3回具体美綺展会場
1957年4月



第9回具体美術度会湯
入口

1960年4月

（白い空間〉鳴本田三、
吉田陰部、元永是正と
の合作
1962年11月

9月　　〇第6回具体美術展（ManhaJacksonGaiiery，New、Ybrk　9．25－10．25／NewEngiand、Minnea－

poIis、Oakiand、Hustonを巡回）に、《作品〉（No．B－36）、《作品＊》（N0．B－37）を出品。

1959（昭34）年　　35歳

2月　　●イギリスBBC放送が具体メンバーの制作過程を放送するために訪日。嶋本間三、白髪一雄、鷲見

康夫、吉田稔邸、吉原道雄とともに取材を受ける。

5月　　SArteNuoVa［アルテ・ノヴァ］（Circoiodeg同ArtlSti，PaiazzoGraneri，lbrino．5．5－6．15）に、《作品か

（No．B－26）を出品。

6月　　8第7回具体美術展（GaIieriaAn＝FTgerative，lbrino）に《作品＊〉（No．B－38）を出品。

9月　　○タピ工の推す現代美術15人展（現代画廊・東京、9月21日～30日）に出品。

10月　　●大阪の松坂屋ドレスメーキング女学院に勤務。

1960（昭35）年　　36歳

4月　　○第9回具体美術展「国際スカイフェスティバルデザイン待別陳列」（高島屋・大阪、4月19日～24日）

に、《作品＊〉（No．B42）、他絵画l点、国際スカイフェスティバル用原画を出品。また会場入口のディスプ

レイとしてバルーンをデザインする。

1961（昭36）年　　37歳

3月　　SContinuiteetAvant一gardeauJapon［日本の伝統と前衛］（lnternationaiCenterofAesthetic

Research，lbrino）に、《作品か（No．B－38）、《絵画か（No．B－44）、《絵画＊〉（No．B45）、《絵画＊〉（No．B46）が出

品される。

4月　　〇第10回具体美術展（高島屋・大阪、4月11日～16日／高島屋・東京、5月2日～7日）に、《作品＊〉（No．

B－43）、《Work＊〉（No．B47）を出品。

5月　　○具体小品展（中之島画廊・大阪、5月8日一一13日）に、《Workか（No．B－39）、《Work＊〉（No．B－48）を出品。

6月　　○第14回芦屋市展（清適小学校講堂・芦屋、6月7日～11日）に出品。

1962（昭37）年　　38歳

4月　　〇第11回具体美術展（高島屋・大阪、4月17日～22日）に、〈作品》（No．B40）、他1点を出品。

6月　　SStruttureeStiLe［構造と様式］（GaiieriaCivicad’ArteModerna．lbrino．6．18－8．5）に出品。

11月　　Sだいじょうぶ月は落ちない　具体美術と森田モダンダンス（サンケイホール・大阪、11月6日午後6

時30分～）で、嶋本昭三、吉田稔朗、元永是正と合作で《白い空間砂を発表。

1963（昭38）年　　39歳

1月　　S具体美術新作展（グタイピナコテカ・大阪、1月15日～24日）に出品。　8第12回具体美術展（高島

屋・東京、1月29日～2月3日）に、《Work1963〉（No．B－50）、《Work＊》（NC．B－51）、《Work＊》（No．B－52）を

出品。

4月　　8第13回具体美術展（高島屋・大阪、4月16日～21日）に、《Work＊〉（No－B－53）、他1点を出品。

6月　　8第16回芦屋帝展（精通小学校講堂・芦屋、6月5日～9日）に出品。

9月　　S具体美術新作展（グタイピナコテカ・大阪、9月1日～10日、その後各水曜日）に出品。

1964（昭39）年　　40歳

3月　　○第14回具体美術展（高島屋・大阪、3月31日～4月5日）に作品2点を出品。

5月　　●第6回現代日本美術展の際に、田中敦子とともに上京し、サム・フランシスのアトリエを訪問。
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6月　　〇第17回芦屋市展（芦屋市民会館・芦屋、6月5日～9日）に出品。

9月　　S具体美術新作展（グタイピナコテカ・大阪、9月1日～10日、その後9月中各水曜日、10月1日～10日、

その後10月各水曜日）に、《Work1961〉（No．B－49）を出品。

1965（昭40）年　　41歳

5月　　ONuiNegentienhonderdvijfenZestig［ヌル国際展］（StedeiijkMuseum，Amsterdam．4．15－6．8）

に、吉原治良の指示に基づき現地で再制作された《足跡》（原作No．B－9）と、《作品＊〉（原作No．B－15）が出品さ

れる。

6月　　〇第18回芦屋市展（芦屋市民会館・芦屋、6月9日～13日）に出品。

7月　　8第15回具体美術展（グタイピナコテカ・大阪、7月1日～20日）に、《バルーン＊〉（No．B－57）を出品。

8月頃　●田中敦子とともに具体美術協会を退会。田中敦子と結婚し、妙法寺の離れで暮らし始める。

11月　SGROUPEGUTAi［具体グループ］（GaierieStadier，Paris，11．30－1966工8／K6両scherKunst

Verein，KOin．1966．2．1－27／MickerYArthouse．Loenersioot，4．2－23）に、《絵画〉（No．B－44）、他を出品。

1966（昭41）年　　42歳

2月　　STTleArtistatWork［アーティスト・アト・ワーク］HampsteadArtCentre．Royaume－Un主2－3）

に、《PeInture〉（No．B－41）が出品される。

夏頃　●田中敦子とともに上京し、南画廊でサム・フランシスと会う。

1967（昭42）年　　43歳

9月　　●具体のメンバーであった鍋倉武弘、写真家の福沢博と3人で会合を持ち、韓国の円相を写真に収め

ることを取り決める。

1969（昭44）年　　45歳

7月　　口南禅寺管長・柴山全慶の協力を得て『禅画の円相』を自費出版する。金山は出版の意図を次のよう

に記している。「義堂・白隠を始め、永い歴史を持った禅の円相を見ていると、今世紀初頭から数限りない主

義主張の下に発展を遂げて来た現代美術の根本理念が惑じとれる。今や抽象絵画は現代美術の世界語となっ

「「二三三重司

涌き謡

「ヌル国際」展（アムス
テルダム市立美術館）
手前に金山明、奥にイ
ヴ・クラインの作品が
見える
1965年5月
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て広く通用している時代である。円相も同様に歴史や風土の説明がなくとも、全世界の人々のよい理解と感　韓国の円柵春秋社
1969年7月

嘆を得ると私は確信している。わが国の禅匠達は、古く東山の時代から何と素晴らしい創造を残したことで

あろう。だが、このことを世の人々は、あまりよく知らないのである。抽象絵画の発展は合理的なもの、非

合理的なもの、冷静、激情、即興と、熟慮と、いずれかの一面に偏して、活動が行なわれて来たようである。

しかし真の美術は、一面だけのものではなく、人間の全面的な所産であるべきであり、単に技術によっての

み形造られるものではない。深く繊細な内面の体験によってのみ完成されるべきものなのだ。養斐・白際の

円相は、この事実を極めて明瞭に元している。　円相こそ、モダンアートの海神の始祖であり、とりわけ厳

しい師であると思うのである。このことを多くの人達に知らせたいと思う。そうすれば現代における円相の

正しい認識も自ずと高まるであろう。　－芸術は眼に見えないものを、見えるようにすることだ－　西欧

モダンアートの始祖パウル・クレーは、いみじくもこう言っている。」（金山明「円相とモダンアート」『禅画の

円相言春秋社　東京1969年、P．154）

1970（昭45）年　　46歳

3月　　○コレクターのアンソニー・デニー（AnthonYDenney）が、自身の所蔵する《Pe而ureか（No．B－41）

を1983年2月までロンドンのティト・ギャラリーに貸与。



1972（昭47）年　　48歳

9月　　●奈良県高市郡明日香村栗原に転居。福澤博、服飾デザイナー福澤康子夫妻と共同生活を始める。

1973（昭48）年　　49歳

11月　S明日香第2回展　秋季（11月2日～4日）を、田中敦子、福澤博らとともに明日香の自宅で開催。

1976（昭51）年　　52歳

11月　S具体美術の18年（大阪府民ギャラリー、11月2日－14日）に出品。

1979（昭54）年　　55歳

1月　　S吉原治良と具体のその後（兵庫県立近代美術館、1月5日～28日）に、（白い丸）、〈赤と黒〉［後に加

筆して《宇宙図　赤黒〉（No．C－51）］を出品。

1981（昭56）年　　57歳

9月　　S《現代美術の動向I〉1950年代－その暗黒と光苦（東京都美術館、9月12日～11月8日）に、《作品（J3）か

（No．A．62）、〈作品〉（No．Aゼ6）、《作品〉（No．B－36）が出品される。

1984（昭59）年　　60歳

11月　○現代美術1950－1970展　関西・現代作家の軌跡（西武・八尾、11月17日～12月5日）に〈Work〉（Noi

B－39）が出品される。

1985（昭60）年　　61歳

9月　　○吉原治良と「具体」1954－1972（芦屋市民センター、9月1日～16日）に、《作品〉（No．B－40）、（Work

1961〉（No．B－49）が出品される。　S絵画の嵐・1950年代　アンフォルメル／具体美術／コプラ（国立国際美

術館・大阪、9月27日～11月26日）に、《作品〉（N0．B－32）、〈Work1961〉（No．B－49）が出品される。

12月　OReconstructions：Avant－GardeAr自nJapan1945－1965［再構成：日本の前衛美術］（Museum

ofModernArtOxford．12．8－1986．2．9／FruitmarketGaiieryEdinburgh．2．22－4i5）に、〈作品か（No・

B－36）が出品される。　〃GrupoGutai：P而urayAcci6∩［具体：行為と絵画（MuseoEspa的LdeArte

Contemporaneo，Madrid，12．21－1986，1．26／nGuta主AkcijalSiikarstvoの．MuzejSavremeneUmetnosti・

Beograd，1986．3．27－5．4）に、〈作品〉（No・B－32）が出品される。

1986（昭61）年　　62歳

8月　　Sスペイン・ユーゴスラビア帰国記念展　具体一行為と絵画－（兵庫県立近代美術館、8月30日～9

月28日）に、《作品〉（No，B－32）が出品される。

12月　OJAPONDESAVANTGARDES1910－1970「前衛芸術の日本」（MuseeNationaid’ArtModerne，

CentreGeorgesPompidou．Paris．12．1－19873．2）に、《デッサン帖A〉（No・A－10）、《デッサン帖B〉（No・

A－11）、《Mar．5〉（No．B－16）、《Mar．5〉（No．B－17）、〈Mar．5〉（NC．B－18）、《Mar．6〉（No・B－19）、《Mari6〉（No・

A－20）、（Mar．7〉（No．B－21）、〈Mar．7〉（No．B－22）が出品される。同展開催の折に渡仏。

1988（昭61）年　　64歳

1989（昭62）年　　65歳

10月　S現代美術の創造者たち　昭和20年代の京都・大阪・神戸（鳥取県立博物館、10月10日－11月9日）に、

〈作品〉（N0．B－32）が出品される。

1990（平成2）年　　66歳

9月　　S＜具体＞未完の前衛集団一兵庫県立近代美術館所蔵作品を中lmこ－（渋谷区立松憲美術館、4月10日

㌢
o
Z
∴
亡
く
∴
O
 
E
⊃
0
6
7
三
一
p
d
－
り
三
つ
∑
p
〕
°
〕
°
ト
）
〇
三
ト
当
」
⊃
0
0



N
．
o
Z
　
撒
愛
纏
誓
漱
佳
日
馴

～5月27日）に、《Work－C‘抽（NC．A－15）、《作品（J3）〉（No－A－62）、《Work－Sl〉（NC．A－64）、《作品〉（N0．A－66）、《作

品か（N0．B－32）が出品される。

12月　　Giapponeaii’avanguardia川GruppoGutainegiianniCinquanta［前衛の日本一1950年代の具体グ

ループ］（GaiIeriaNazionaied’ArteModerna．Roma．12．6－1991．2．28）に、〈作品（J3）〉（No．A－62）、〈作品〉（原

作N0．B－4／1990年再制作）、《足跡〉（原作No．B－9／1990年再制作）、《作品3）（No．B－32）、《作品〉（No．B－40）

が出品される。同展開催の折に渡欧。

1991（平3）年　　67歳

3月　　OGUTAIJapanischeAvantgarde〟apaneseAvant－Garde1954－1965［具体：日本の前衛］（Mathii－

denhoheDarmstadt．3．24－5．5）に、《作品（J3）〉（No．A－62）、《足跡》（原作N0．B－9／1991年再制作）、《作品＊〉

（原作No、B－15／1991年再制作）、〈作品〉（No．B－26）、《作品か（No．B－32）、〈作品》（No．B－40）が出品される。

9月　　〇線の表現一眼と手のゆくえー（埼玉県立近代美術館、9月10日～10月20日）に、《作品〉（No．A－66）、《作

品か（No．B－32）が出品される。

1992（平4）年　　68歳

2月　　S開館10周年記念　具体美術協会の作家たち　－所蔵作品を中心に－（宮城県美術館、2月1日～3月

29日）に、《作品〉（No．B－32）、〈Work1963〉（No．B－50）が出品される。

6月　　S具体展I　1954－1958（芦屋市立美術博物館、6月20日～8月2日）に、〈WorkC－4〉（No．A－15）、

《WbrkE－7〉（No．A－16）、《WorkE－11〉（No．A－17）、《作品（J3）〉（NC．A－62）、《Work－Sl〉（NC．A－64）、《作品か（No．

A－66）、〈作品〉（N0．A－67）、《作品〉（No．B－7）、《作品〉（NC．B－26）、《作品〉（No．B－32）、《作品〉（No．B－39）、〈作

品》（No．B－40）が出品される。

7月　　S廻る野外展（芦屋公園、7月25日～8月2日）に、《作品B〉（No．B－2）、《足跡〉（No．B－10）が出品される。

8月　　S金山明　第1回個展（ギャラリーKURANUKi・大阪、8月19日～9月3日）を開催。〈モーツアルト

などアノ協奏曲　第27番　K5959秒（No．C－8）、《ラベルl’ボレロ病婦（No．C－9）、《宮城道雄‘春の海賀〉（No－C－10）、

《シューベルト‘i野薔薇病婦（No．C－11）、〈ベートーベン‘交響曲　第9番「合唱了》（No．C－12）、《ショパン頓ポ

ロネーズ　第6番「英雄了》（No．C－13）、《ショパン‘‘ポロネーズ　第7番「幻想」り（No．C－14）、（モーツアル

ト序曲集（1－6）〉（No．C－15）、《ベートーベン‘Lピアノソナタ「情熱了か（No．C－16）、（シューベルトな交響曲

第8番「未完成了か（No．C－17）、《バッハuブランデンブルク協奏曲　第3番．》（N0．C－18）、〈バッハ9管弦楽組

曲　第2番お〉（No．C－19）、〈ガーシュインラプソディ　イン　ブルーか〉（N0．C－20）、〈ガーシュインつ当りの

アメリカ入京〉（No．C－21）、《モーツアルト9レクイエム　K626¶〉（N0．C－22）、〈ベートーベン序曲集（1－4）〉

（No．C－23）、（ビバルディーi．協奏曲　第1、2、3、4番「四季了〉（N0．C－24）、《シューベルト　歌曲Otレ

ナーデお〉（No．C－25）、〈グレツキ　筒すでに日は暮れてi’〉（No．C－26）、《サラサーテツイゴイネルワイゼン〉

（No．C－27）、〈ストラヴィンスキー　バレエ組曲録火の鳥’’》（No．C－28）、《ビゼー’’カルメン　第1・2　組曲6分

（No．C－29）、〈バッハ　管弦楽組曲　第3番より9アリア嘱〉（No．C－30）、《ドボルザーク’．交響曲　第8番　作品

88か〉（N0．C－31）、《ブラームス’’交響曲　第1番〇秒（No．C－32）、〈ベートーベンな交響曲　第9番「合唱了〉（No．

C－33）、《モーツアルト“レクイエム　K626賀〉（No．C－34）を出品。　□「この様な発想を得てからこ十数年がた

ちました。　今回の発表は時間の中を流れゆく名曲を、波形に変えて画面に移し、一瞬にしてその曲のもつ

美しきを見てとろうとする制作です。　名曲であり名演奏である程、より美しい造形画面を作り出すと云う

ことを経験しました。　今日のコンピューター時代であればこそ為し得た仕事で、発想当時であれば、不可



能に近い至難なことであったろうと思われます。」（金山明「音楽の古今の名曲と呼ばれるものを、何等かの形

で画面に移し描いてみたら」『金山明　第1回個展正展示会案内状］ギャラリーKURANUKi1992年）

1993（平5）年　　69歳

1月　　S具体展111959－1965（芦屋市立美術博物館、1月5日～2月14日）に、《Work1961〉（No－B－49）、

《Work1963〉（No．B－50）が出品される。

2月　　S金山明　第1回個展1950I1992（ギャラリーたかぎ・名古屋、2月2日～3月6日）を開催。〈Work》

（No．A－18）、《Work〉（No．A－19）、《Work沢No．A－49）、《Work》（No．A－50）、《Work〉（No．A－51）、《Work－S6秒

（N0．A－57）、《Work－L4〉（No－A61）、《Work〉（NC．A－65）、《作品〉（No．A－67）、（Work〉（No．A69）、《作品1秒（No．

B－7）、《Mar．軸（No、B－23）、（Mar．9i）（No．B－25）、《モーツアルトピアノ協奏曲　第27番　K5951’B・（NC．C－8）、

《ラベルilボレロ渦（No－C－9）、《宮城道雄‘春の海’〉（N0．C－10）、《シューベルト野薔薇”〉（No．C－11）、《ベートー

ベン交響曲　第9番「合唱」．’》（No．C－12）、《ショパン録ポロネーズ　第6番「英雄了〉（N0．C－13）、《ショパ

ン1－ポロネーズ　第7番「幻想」唖（No．C－14）、（モーツアルト序曲集（1－6）MNo＿C－15）、《ベートーベン”ピ

アノソナタ「情熱十秒（NC．C－16）、〈シューベルト交響曲　第8番「未完成子〉（NC．C－17）、《バッハ基ブラン

デンブルク協奏曲　第3番競》（No．C－18）、《バッハな管弦楽組曲　第2番病か（No．C－19）、《ガーシュインラプソ

ディ　イン　ブルーn》（N0．Cゼ0）、《ガーシュインなバリのアメリカ人種か（No．C－21）、《モーツアルト基レクイ

エム　K6269〉（No－C－22）、《ベートーベン序曲集（1－4）〉（No．C－23）、《ビバルディー筒協奏曲　第1、2、3、

4番「四季了〉（No．C－24）、《シューベルト　歌曲“セレナーデ》（No．C－25）、《グレツキ　すでに日は暮れて∵〉

（N0．C－26）、〈サラサーテツイゴイネルワイセソMNo．C27）、《ストラヴィンスキー　バレエ組曲，火の鳥病か

（No．C－28）、《ビゼー‘カルメン　第十2　組曲病〉（No．C－29）、《バッハ　管弦楽組曲　第3番より「アリアi’〉（No．

C－30）、《ドボルザークな交響曲　第8番　作品88着か（No．C－31）、《ブラームス’一交響曲　第1番東砂（No．C－32）、

《ベートーベン交響曲　第9番「合唱了B・（No．C－33）、《モーツアルト暮レクイエム　K626寄掛（No．C－34）、他

を出品。

6月　　SXLVEsposizioneinternazionaiedlArte（LaBiennaiediVenezia）．PassaggioaOriente［第45回

ヴ工ネッイ7・ビエンナーレ、東洋への道］（Venezia，6．13－10．10）に、《足跡〉（原作No．B－9／1993年再割作）

が出品される。同展開催の折に渡欧。

10月　S具体1955／56－日本現代美術のリスタート地点一（ペンローズ・インスティテュート・東京、10

月15日～12月19日／キリンプラザ大阪、1994年2月22日～3月31日）に、〈作品〉（No．A－67）、《たま〉（原作

No．B－3／1993年再制作）、《作品〉（原作No．B4／1993年再制作）、《足跡〉（原作N0．B－9／1994年再制作）、《自

動描画磯〉（原作1956年頃制作／1993年再制作）が出品される。

この年”BacktoJapan．GutaiandUniquePieces（西武百貨店・東京）に、《作品〉（No．B－26）が出品される。

1994（平6）年　　70歳

1月　　OLaDonationAnthonyDenney［アンソニー・デニー寄贈展］（Museed’artmodemeTbuIouse．1－24

－2．28）に、《Peinture》（No．B－41）が出品される。

2月　　○戦後日本の前衛美術（横浜美術館、2月5日～3月30日）に《作品〉（No．B－32）が出品される。

5月　　8時間／美術　20世紀美術における時間の表現（滋賀県立近代美術館、5月21日～7月17日）に、〈ベー

トーベン‘i交響曲　第9番「合唱了MNo．C－33）が出品される。

9月　　SJapaneseAhAfter1945；ScreamAgainsttheSky［戦後日本の前衛美術］（GuggenheimMuse－
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UmSoHo．NewYbrk，9・14－1995．1．8／SanFranciscoMuseumofModernArtinassociatewiththe

CenterfortheArtsatYerbaBuenaGardens，3．31－4．27）に、〈作品〉（NC．B－32）が出品される。

1995（平7）年　　71歳

4月　○戦後文化の軌跡1945－1995（目黒区美術館、4月19日～6月4日／広島市現代美術館、6月14日

～7月21日／兵庫県立近代美術館、8月15日－9月24日／福岡県立美術館、10月8日～11月5日）に、《作品MNo－

B－26）が出品される。

7月　Jアートは楽しい6機械帝国（八ラミュージアムアーク・渋Jii、7月1日一9月24日）に、伯動描画機〉

（原作1956年頃制作／1993年再制作）、《Mar・9〉（No・B－25）、〈ラベルボレロ萄（NC．C－9）、《宮城道雄薯の

海籾（No・C－10）、（シューベルト野薔薇のB）（No・C－11）、くべートーペソ交響曲　第9番「合唱JD（No－C－12）、

〈シューベルト交響曲　第8番「未完成」部No・C－17）、《ピ′肌ティー協奏曲　第1、2、3、4番「四季了か

（No・C－24）、〈サラサーテツイゴイネルワイゼン籾（No．C．27）が出品される。

1996（平8）年　　72歳

6月　○千葉市美術館・所蔵作品　現代美術　Vbi・II（千葉市美術館、3月26日～4月21日）に、〈Work〉（No．

A－29）、《Work〉（No・A－30）、（Work〉（No－A－69）が出品されるo s1953年ライトアップー新しい戦後美術

像が見えてきた（目黒区美術館、6月8日～7月21日）に、《作品（J3m（No．A－62）、〈Work－SID（No－A－64）、《Work〉

（NoiA－65）、《作品MN0．A－66）、《作品沢No．A－67）が出品される。

12月　07BOX（ギャラリー喜多・奈良、12月1日～21日／わたくし美術館・大分、1997年11月1日～30

日）に、編＊〉（No．C48）、縮＊〉（No．C－49）、縮＊〉（No．C－50）を出品。

1997（平9）年　　73歳

3月　“lDRINOFARiGiNEWYORKOSAKAlAPiE．uNARTAUTRE［トリノ、バリ、ニューヨーク、大

阪、タピ工　もうひとつの芸術］（GaIieriaCivicadiArteModernaeContemporanea．lt涌no．3．13－6．1／

Espaced’artmoderneetContemporain∴rou10uSe．9・22－11・23）に、紳eintureMNo．B－41）が出品される。

5月　S千葉市美術館所蔵作品展　流転する美（千葉市美術館、5月9日～6月22日）に、〈WorkA（No．A－29）、

《WorkMNo．A30）、《Work〉（No．A－69）が出品される。

1998（平10）年　74歳

2月　00utofActions：betweenperformanceandtheobject．1949－1979［アクション行為がアートに

なるとき1949－1979］（TheMuseumofContemporaryArtatTheGeffenContemporary．LosAngeies．2．8

－5ilO／MAKAustrianMuseumofAppiiedAns′Vienna・6・17－9・6／Museud・ArtContemporanL

Barceiona．10・5－1999・1・6）に、《作却（N0．B－32）、（作品ぬくNo．B－36）が出品される。

11月　○金山明の場合　－0会、具体の時－（GaiieryHAM・名古屋、11月7日～12月19日）を開催し、以下

の作品を出品o《Work〉（No・A－1）、《WorkA（No・A－2）、《Work〉（No・A－5）、経机No．A－7）、《WorkB（No．A－9）、〈作

品（B刷No・A－13）、〈作品MNoiA－20）、〈Work〉（No－A－21）、〈WorkXNoiA－33）、《WorkMNo－A－37）、（Workか

（No－A－38）、〈Workか（NoiA－39）、《WorkD（No・A－40）、《WorkD（No－A－41）、〈WorkA（No．A－42）、〈WorkD（No－

A1℃）、《Work〉（No－A49）、《WorkVD（No・A－59）、〈Work－L4MNo．Ael）、〈Work（J4）か（No．A－63）、《Mar．

軸（No．B－17）、（Mar．8〉（NC．B－24）。

1999（平11）年　75歳

1月　○金山明の場合　－その2－1966－1992（GaileryHAM・名古屋、1月12日－2月27日）を開催。



《Workか（No－A－5）、《街か（No．A－7）、《Work〉（No－A－14）、〈Work〉（No．A－33）、《Workか（No，A－34）、〈WorkD

（No－A－47）、（WorkMNo．A－48）、《Work〉（N0．A－49）、《Mar．5〉（No．B－17）、（Mar．8〉（No．B－24）、《モーツア

ルト録ピアノ協奏曲　第27番　K595病か（No．C－8）、《ラベルuボレロ病〉（No．C－9）、〈宮城道雄∵春の海鴨〉（No．

C－10）、《シューベルト1．野薔薇賀〉（No．C－11）、《ベートーベン‘交響曲　第9番「合唱了〉（No－C－12）、〈ショパ

ン‘iポロネーズ　第6番「英雄了〉（N0．C－13）、《ショパン“ポロネーズ　第7番「幻想」1’》（No．C－14）、〈モー

ツアルト序曲集（1－6）〉（No．C－15）、（ベートーベンuピアノソナタ「情熱了か（No．C－16）、〈シューベルト，交

響曲　第8番「未完成」1’〉（N0．C－17）、《バッハ‘iブランデンブルク協奏曲　第3番、’〉（No．C－18）、〈バッハ’一管

弦楽組曲　第2番“’〉（No－C－19）、《ガーシュインラプソディ　イン　プル一機》（No，C－20）、〈ガーシュイン’－パ

リのアメリカ人1’〉（No．Cゼ1）、《モーツアルト峰レクイエム　K626の〉（No－C－22）、〈ベートーベン序曲集（1－

4）〉（No．C－23）、《ビバルディ一°協奏曲　第1、2、3、4番「四季了〉（N0．C－24）、〈シューベルト　歌曲’－セ

レナーデ’〉（No．C－25）、《グレツキ　すでに日は暮れで’》（No－Cゼ6）、《サラサーテ‘ツイゴイネルワイゼン郵〉

（No．C－27）、《ストラヴィンスキー　バレエ組曲‘i火の鳥’》（No－C－28）、〈ビゼー’．カルメン　第1・2　組曲か〉

（N0．C－29）、（バッハ　管弦楽組曲　第3番よりB．アリアの〉（No＿C－30）、《ドボルザーク交響曲　第8番　作品

8893）（No．C－31）、〈ブラームス交響曲　第1番か〉（No．C－32）、《ベートーベン9交響曲　第9番「合唱了〉（N0．

C－33）、〈モーツアルト“レクイエム　K626勧〉（No．C－34）を出品する。

2月　　Sアクション行為がアートになるとき1949－1979（東京都現代美術館、2月11日～4月11日）に、（作

品〉（NC．B－36）が出品される。

3月　　○芦屋美術百科　話語の英一知られざる具体の系譜（芦屋市立美術博物館、3月20日～5月30日）に、

〈Work－C4〉（No．A－15）、《Work－E73）（No．A－16）、〈Work－Ell〉（No－A－17）、〈Work〉（No．A－65）、《作品か（No．

A－67）、〈作品1〉（NC．B－7）が出品される。

5月　　OGutai（GaierienationaiduJeudePaume．Paris．5－4－6．27）に、（足跡〉（原作No．B－9／1999年

再制作）、《作品〉（N0．B－32）、《Work1963か（NC．B－50）、（作品》（No．B－54）が出品される。同展開催の折に渡仏。

10月　○浦島太郎の玉手箱（GaiieryHAM・名古屋、10月23日～11月27日）に、《箱か（No．C48）、〈箱〉（No・

C－49）、〈箱〉（No．C－50）が出品される。

2000（平12）年　76歳

9月　　S金山明の場合1990－1992（GaiieryHAM・名古屋、9月16日～11月2日）を開催。〈赤外・紫外線〉

（NC．C4）、《赤外・紫外線〉（No．C－5）、《紫外線〉（NQ．C－6）、〈赤外線》（No－C－7）、維Ocmサブミリ波による銀

河（野辺山）〉（N0．C－35）、〈オリオンの冷たい分子（オリオン座の中で星が生まれたり死んだりしているところ）

45M電波望遠鏡〉（NC．C－36）、《ブラックホールの作図（GS2023＋388）〉（No．C－37）、《X線星論文挿図　A〉

（No．C－38）、〈X線星論文挿図　軸（NC．CT39）、偶ヒ天銀河アトラス（大）》（NC．C－40）、《アポロ、アムール小

惑星軌道〉（No．C－41）、〈アポロ、アムール小惑星軌道か（No．C－42）、《西村パラボラ鏡の影〉（NC．C－43）、〈西村

パラボラ鏡の影〉（No．C－44）、（長谷lli一郎先生の計算　オッカルテーション（星食）1950　A〉（N0．C45）、〈長

谷川一郎先生の計算　オツカルテーション（星食）1950　BA（NC．C46）、伸t；天銀河アトラス（小）〉（No．C－47）、

《宇宙図　赤黒め（N0．C－57）、《長谷JiL郎先生の計算　オッカルテーション（星食）1950〉（No．C－52）、《ガモフ

礼讃鑓ビッグバン露か（No．C－53）を出品する。

2001（平13）年　77歳

2月　　OSPACEODYSSEY　宇宙の旅（水戸芸術館現代美術センター・水戸、2月10日～5月6日）に、460cm
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サブミリ波による銀河（野辺山）〉（No．C－35）、《ブラックホールの作図（GS2023＋388）か（No．C－37）、《アポロ、

アムール小惑星軌道》（N0．C－41）、《宇宙図　赤黒〉（No．C－51）が出品される。　S千葉市美術館2001所蔵名

品展－コレクションより6題（千葉市美術館、2月10日～3月4日）に、（WorkD（NC．A－69）、《絵画〉（N0．B－44）、

が出品される。

2002（平14）年　78歳

11月　Sコレクション企画［具体美術協会の作家］（宮城県美術館、11月12日～12月15日）に（Work1963》

（No．B－50）が出品される。

2004（平16）年　80歳

1月　　○結成50周年記念「具体」回顧展（兵庫県立美術館、1月24日～3月14日）に、〈作品〉（No．A－67）、《作

品B〉（原作No－B－1／2004年再制作）、（足跡か（原作No．B－9／2004年再制作）、《作品〉（No．B－32）が出品される。

2月　　S金山明　差異／音楽／没入（moriYugaiierv・京都、2月20日～3月27日）を開催。《ラベル“ボレロ唖（No．

C－9）、《宮城道雄調香の海鴨MNo．C－10）、《シューベルト“野薔薇病〉（No－C－11）、《ショパンi’ポロネーズ　第6番

「英雄十勝（No．C－13）、《ショパン嬉ポロネーズ　第7番「幻想」1’〉（NC．C－14）、〈ベートーベン“ピアノソナタ

「情熱了〉（N0．C－16）、《バッハはブランデンブルク協奏曲　第3番病か（N0．C－18）、《ガーシュインラプソディ

イン　ブルー’eMNo．C20）、《モーツアルトなレクイエム　K626病か（No．C－22）、《ピJtルデイ一種協奏曲　第1、2、

3、4番「四季」おか（N0．C－24）、《シューベルト　歌曲’－セレナーデ”》（No．C－25）、《サラサーテツイゴイネルワ

イゼン〉（N0．Cゼ7）、《ストラヴィンスキー　バレエ組曲’一火の鳥i’〉（No．C－28）、《バッハ　管弦楽組曲　第3

番よりqアリア夢か（NQ．C－30）、（ドボルザーク“交響曲　第8番　作品889〉（N0．C－31）、《ブラームス“交響曲

第1番0〉（No．C－32）を出品。

6月　　S開館20周年記念展　コピーの時代－デュシャンからウォーホル、モリムラヘー（滋賀県立近代美術

館、6月5日－9月5日）に、〈Wbrk1961〉（No．B49）が出品される。

11月　　S痕跡一戦後美術における身体と思考（京都国立近代美術館、11月9日～12月19日／東京国立近代美

術館、2005年1月12日～2月27日）に、〈Mar．7〉（No．B－21）が出品される。

2005（平17）年　81歳

3月　　●13日、田中敦子とともに自動車事故に遭い、奈良県立医科大学病院に入院。以後、転院を重ねる。

4月　　○謎？なぞ美術展（浜田市世界こども美術館、4月16日～6月19日）に《Wbrk1961秒（No．B49）が出品

される。

8月　　m金山明　新作油彩展「ミニマル」（GaiieryHAM・名古屋、8月27日～10月8日）を開催。《Work〉

（N0．A－2）、《WorkD（N0．A－9）、《Work〉（No－A－36）、《Workか（N0．A－37）、《WorkB（NC．A－38）、《Work〉（NC．

A－39）、〈WorkB・（No．A43）、（無題＊〉（No．C－2）、《無題＊〉（N0．C－3）、〈赤丸〉（No．C－54）、《ゼロB）（No．C－55）、

《天文単位　太陽と地球の距離か（No．C－56）、〈グーゴルか（NC．C－57）、（太陽系〉（No．C－58）、（BiackHoie〉（N0．

C－59）、〈BiackHoIe〉（No．C－60）、《チョウチョウか（No＿C－61）、《三原色〉（No．C－62）、《三原色）（No－C63）、《三

原色か（No．C－64）を出品。

9月　　○〈選〉芦屋市立美術博物館収蔵品セレクション（芦屋市立美術博物館、9月3日～25日）に、《Work〉

（No．A－65）が出品される。

12月　　●3日、田中敦子が穀。この頃から金山の容態も徐々に悪化。

2006（平18）年　82歳



4月　　S開館25周年記念所蔵作品による全館展示　コレクションの四半世紀（宮城県美術館、第1部4月8

日～5月28日、第2部6月3日～7月30日）の第2部に、〈Work1963か（No－B－50）が出品される。　SZERO．

internationaieKmstier－Avantgardeder50er／60erJahre［ゼロ：50－60年代のインターナショナルな前

衛芸術家］（museumKunstpalest．DOsseido巾4．8－79／Museed．artmoderne．SainLEtienne．9．15－

20071．15）に、《足跡〉（原作No．B－9／2006年再制作）、〈作品＊〉（原作N0．B－15／2006年再制作）、《作品か（No．

B－32）が出品される。　○大阪市立近代美術館（仮称）コレクション展　こんどは現代美術！（大阪市立近代美

術館（仮称）心斎橋展示室、4月22日～7月2日）に、《March59（No．B－18）が出品される。

6月　　○こともがせんせい－吉原治良の戦後－（芦屋市立美術博物館、6月17日～9月18日）に、qWork〉（No．

A－65）、〈作品か（NC．A－67）が出品される。

9月　　●2日午後1時、肪がんのため三重県三重郡のIii越伊藤医院にて穀。　●3日、妙法寺（大阪市中央区

谷町）で通夜、4日本葬が行われる。戒名「星空院祐英日明居士」。妙法寺にある金山家の墓に眠る。

2007（平19）年

1月　　S金山明（豊田市美術館、1月6日～3月25日）に以下の作品が展示される。《Work〉（N0．A－1）、《Workか

（No．A－2）、《Workか（NC．A－3）、（Work〉（N0．A4）、《Workか（No．A－5）、《Workか（No．A－6）、《街〉（No－A－7）、《作

品＊〉（No．A－8）、〈Work〉（No．A－9）、《デッサン帖A〉（No．A－10）、《デッサン帖BMNo．A－11）、《作品（A）〉（No．

A－12）、《Work－C4秒（No．A－15）、〈Work－E7》（N0．A－16）、《Work－EllD（No．A－17）、（作品＊〉（N0．A22）、《作

品＊〉（No．A．23）、〈作品＊〉（No．A－24）、〈作品＊〉（No．A－25）、〈作品＊〉（No．A－26）、《作品＊〉（N0．A－27）、《作

品＊MNo．A－28）、（Work〉（No．A－29）、〈Workか（No．A－30）、《Work〉（No．A－31）、〈WorkD（N0．A－32）、《Work〉

（No．A－33）、《WorkD（No．A－34）、〈Workか（N0．A－35）、《Workか（NC．A－36）、〈Workか（No．A－37）、《Work〉（No．

A－38）、《Workb（N0．A－39）、《Work〉（No－A－40）、《Work》（No．A－41）、《Workか（No．A－42）、（Workか（N0．

A43）、〈Work〉（N0．A．44）、《Workか（No－A－45）、《Work〉（No．A－46）、《Workか（No，A－47）、（Workか（No．

A－48）、〈Work〉（N0．A．49）、《Work〉（No－A－50）、《Work〉（No．A－51）、〈Workか（No．A－52）、（Worky（N0．

A－53）、〈WorkD（N0．A－54）、《Work〉（No．A－55）、《WorkA（No．A－56）、《Work－S6〉（No．A－57）、《Workか（N0．

A－58）、《作品（J3）〉（N0．A－62）、《Work－Slか（N0．A－64）、《Workか（No．A－65）、（作品〉（NC．A－66）、《作品〉（No．

A－67）、《Worky（No．A－69）、《作品1〉（No．B－7）、（Mar．6〉（No．B－20）、《Mar．8〉（No．B－24）、《作品か（N0．

B－26）、《作品〉（No．B－36）、《作品か（No．B－39）、《Work1961秒（No．B49）、《Work1963秒（No，B－50）、《無題＊〉

（No．B－55）、《WorkLines1964〉（No．B－56）、《無題＊〉（No．C－1）、《赤外・紫外線〉（No．C4）、〈赤外・紫外線〉

（No．C－5）、《バッハ　は管弦楽組曲　第2番の〉（No，C－19）、《ガーシュイン　つてリのアメリカ入り（No．C－21）、《グ

レツキ　色すでに日は暮れて病〉（No．C－26）、《ベートーベン“交響曲　第9番「合唱了〉（No．C－33）、〈モーツア

ルト‘iレクイエム　K6261’〉（No．C－34）、〈60cmサブミiノ波による銀河（野辺山）〉（No．C－35）、《アポロ、ア

ムール小惑星軌道》（No．CJ‖）、偶と天銀河アトラス（小）〉（No－C－47）、《宇宙図　赤黒〉（No．C－51）、〈赤丸か（NC．

C．54）、《ゼロか（No．C－55）、〈グーゴル〉（No．C－57）、《太陽系〉（N0．C－58）、（BiackHoieか（No．C－60）、〈チョウ

チョウ〉（No．C－61）、《三原色〉（No．C－63）、《三原色〉（N0．C－64）、《足跡〉（原作No．B－9／2007年再制作）、《作

品＊〉（原作N0．B－15／2007年再制作）。

6月　　S宇宙御絵図（豊田市美術館、6月19日～9月24日）に、《宇宙図　赤黒》（No．C－51）が展示される。

2008（平20）年

1月　　SATUKOIANAKA／AKiRAKANANAMA［田中敦子／金山明］（Pauia KooperGailerY．New、brk．
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1・17－2－18）に、（Work〉（No・A－9）、〈作品＊〉（No．A－22）、《作品＊〉（NQ．A28）、（WorkE（No．A－31）、《WorkA

（No・A－33）、〈Work〉（No－A－34）、《Work〉（No．A40）、《WorkB（NC．A－42）、《Work〉（N0．A43）、〈Work〉（No．

A46）、（Work〉（No．A．47）、〈Work〉（N0．A－52）、《Workか（N0．A－53）が展示される。

説辞

本年藷を編むにあたって下記の方々にご教示、ご協力を賜りました。ここに記して詰責を表します。

（敬称略、五十音順）

阿佐美淑子、石寓綾、伊藤加奈子、伊霞祥子、占部敏子、小川知子、加藤瑞穂、川西弘一、神野公男、白石正美、福淳博、藤井亜紀、水沼啓和、

八木光恵、和田浩一
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作品図版
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作品データ

各作品のデータは、図版春吉、作品名、制作年、技法・素材、寸法（平面：綬X損cm／立体：高さ×唱×奥行きcm）、所蔵完の煩に記した。

A－1　　Work　1949頃　木炭、蟹　35．9xZ5．2

A－2　　1＾brk　1949頃　木炭、舐　38．5×29．9

A－3　　Work　1949買　木炭、緩　35、8xZ5．2
大阪市立近代美術鍾廷翼準備室

A－1∴∴∴↓＼brk　194g頃　木炭、頴　38．4X273
大阪市立近代美術鴛逗設準備室

A－5　　lI brk　1949頃　木炭、譲　54．3X379

A－6　　Wbrk　1949匡　木炭、叛　38、4×54－8
大阪市立近代美術錆建設準備室

A－7　　街　1950頃　涌彰、カンヴァス　33．0×24．O

A－8　　作品＊　1951油彩、カンヴァス15．5×23．O

A－9　　Work　1951頃∴油彩、カンヴァス　275XZZ，O

A－10　　デッサン帖A　1951－54　鉛筆、色艶葦、インク、水彩、クワツシュ、
油詮具、オイル、ハトロン讃、B／L紙、ボール舐、段ボール、蔑　各
18．4×26－3（64頁）

A－11　デッサン帖B　1951－54　鉛筆、色鈍重、インク、水彩、グワッシュ、

油叢臭、ボール紙、方眼鯨、ハトロン蟹、顕
各29．5×22．0〈40頁）

A－12　　作品（A）　1951頃　油彩、カンヴァス　64、7×129．6

A－13　　作品（B）　1951頃　油彩、カンヴァス　65－0×50．0

A－14　　VVork　1951質∴水彩、鉛室、ガラス、8／L斌　23．5×173

GaiieTYHAM

A15　　い，Iork－C4　1951頃　油彩、鉛華、BIL紙、ガラス　42＿5×91＿5

芦亘市立美術1専物錠

A－16　　Workf7　1951頃　コンテ、BlL競　42．0×270
声量市立美術恒物舘

A－17　　Work－Ell　1951頃　コンテ、B／し妊　30＿5×375
声量市立美術僅物種

A－18　　V＼brk　1952－54頃　鉛華、水彩、青接ぎ讃　28＿4XZ工0　所を不明

A19　　Work　1952－54頃　鉛筆、インク、苦境き紙　2工2×12．0（左）、

19．1×13、6（右）所宝不明

A－20　　作品　1952－54頃　油彩、頭　24．2×33．4

A－21　母rk　1952－54頃　油彩、板14、Ox32．5

A22　　作品＊　1952－54頃　水彩、頴－　38、4×16．5　個人蔵

A－23　　作品＊　1952－54頃　水彩、頴　276×20．2

A－24　　作品＊　1952も4頃　水彩、謹－18，2xZ78

Aゼ5　　作品＊　1952－54頃　水彩、競－　20．4×274

A－26　　作品＊　1952－54頃　塗経、紙12．3×177

A－27　　作品＊　1952－54頃　水彩、謹16，Ox22，9

Aゼ8　　作品＊　1952－54頃　水彩、続14．9×15、7　個人蔵

A－29　　既rk　1952－54　水彩、接　374×374　千葉市美術鐙

Aj0　　↓＼brk　1952－54　水彩、駈　370×370　千葉市美術賞

A－31　Work　1952－54　墨、舐∴各8、8×12．5（4点泡）個人蔵

Aj2　　V＼brk　1952－54　インク、接∴各8，8×12．5（4点抱）

A33　　tI＼brk　1952－54頃　演芸、頴≡176×12．4　個人蔵

A－34　　V＼brk　1952－54頃　水彩、績　73×20．2　個人窟

A35　　いぬrk　1952－54i頁　インク、水彩、‡蟹　34＿3×248

A－36　　V＼brk　1952－54頃　インク、水彩、蟹　30．1X22．9

A－37　　V＼brk　1952－54頃　鉛葦、舘：14、5×20－2（上）、13．2×20－2（下）

A－38　　Work　1952－54頃　水彩、抵　26．5：く20．2

A－39　　VVork　1952－54頃　水彩、鉦　274×20＿2

A＿40　　Work　1952－54頃　水彩、蟹　274×20＿2　包人種

A－41　いhrk　1952－541頁　水彩、頴　274×20、2

A－42　　Work　1952－541頁　水彩、頚　274×20．2　値入蔵

A－43　　Work　1952－54蜃∴水彩、蟹　274×20，2　倍人窟

A－44　　Work　1952－54頃　水彩、謹　274×20．2
大阪市立近代美術遅達叢準備室

A－45　　小hrk　1952－54！頁　水彩、紙　274）′20，2
大阪市立近代美綺鐙建設準備室

A－46　　Work　1952－54垣∴水彩、韻　26．9×16，4　個人扇

A－47　　Work　1952－54年頃　水彩、譲与∴74×20．2　億人蔵

A－48　　Work　1952－541頁　水彩、接　9．0×25、3

A－49　　Ⅵbrk　1952－54質　水彩、紙12．5×181．O

A－50　　Work　1952－54須　水彩、コラージュ、続　34．3×24－8
大阪市立近代美術遥嘉設準備室

A－51　Work　1952－54頁∴水彩、頭　34．2×24－8
大阪市立近代美術遼遠義挙届書

A－52　　Work　1952－54凄　水彩、斌　53．3×38、2　■国人粛

Aづ3　　Work　1952－54頃　水彩、韮　各53＿6×10－8（2枚浬〉　個人窟

A壬生　　Work　1952－54頃　鉛筆、水彩、練　32．0×24．8
大阪市立近代美術館建設準備室

A－55　　Work　1952－54頃　鉛筆、水彩、蟹　34．4X24．8
大阪市立近代美綺領建設準備書

A－56　　Work　1952－54頃　水彩、綾　32．0×24．8
大阪市立近代美術館建設導儀享

A－57　　Work－S6　1952頃　油乗気　板　91．0×116．5
大阪市立近代美徳鎮建設華僑皇

A－58　　Work　1952頃　油彩、カンヴァス53．0×45．5
大阪市立近代美術鎮建設準備室

A－59　　WorkVl　1952－54頃　油彩、カンヴァス　41．0×32．O

A－60　　V＼I°rk－L3　1953頃　油彩、麻布　53，0×41，0　高松古美術饉

A60　　Work－L3　1953頃　油彩、麻布　53．0×4工0　高訟市美術館

A－61　Work－L4　1953頃　油彩、カンヴァス　45．5×38．O

A62　　作呂iJ3）　1954∴油彩、カンヴァス　60，8X72，5
東京都克代美綺質

A63　＼へIorktJ4）　1954頃　油彩、板　22＿1×275

A－64　　Work－Sl　1954頃　油彩、布　80．0×60．0　芦重市立美術博物館

A－65　1．へIork　1954　油彩、石　33，5X24、0　声量市立美術電動】望

A66　　作品　1954　油彩、合板　61、8×6工8　東京都現代美術餞

A－67　　作品　1954　水彩、紙　79．3×60．2　芦屋市立美術博物鐘

A－68　　作品＊　1954頃　不明　不明　現存せず

A69　　Work　1954頃　油彩、カンヴァス　33．5×24、0　千葉市美術館

B－1　　作品B　1955　重器、ゴムポール、頓　700．Ox700．0（板）、¢30．0
（ポール）境存せず

8－2　　作呂B　1955（1992再制作）塗科、ゴムポール、坂　700．0×700．0
（板）、¢30．0（ポール）現存せず
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8－3　　たま　1955　電球、グローブ　を50．0　現存せず

B－4　　作品　1955　日バルーン　¢約300、0　現存せず

B－5　　作品＊　1956質　ビニール　不明　　爵存せず

B－6　　作品1　1956頃　ビニール、パネル　有明　　境存せず

B－7　　作品1　1956頃　インク、ビニール、パネル130＿0×91．5
芦屋市立美術博物館

臣8　　警報機　1956　不調　不明　現存せず

B－9　　足跡　1956　塗溶、ビニール10．000×48＿0　現存せず

8－10　　足跡　1956（1992再制作）塗料、ビニール10，000×48，0
現存せず

B－11　時計　1956頃　不明　不壊　一環存せず

8－12　　玉　1956　不明　不頭∴兎存せず

8－13　　作品＊　1956頃　不萌　不明　現存せず

B－14　　作品＊　1956頭　不厩　不明　現存せず

B－15　作品＊　1956質　インク、ビニール100．0×350．0×200＿0　現存せず

B－16　　Mar5　1957　フェルトペン、経　773×109－3　高松古美術館

B－17　　Mar＿5　1957　フェルトペン、紙　773×109，3　個人歳

B－18　　March5　1957　フェルトペン、頴　773×109．3
大阪市立近代美術箆建設準備室

B＿19　　Mar．6　1957　フェルトペン、競　773×109，3　高萩市美術録

B－20　　Mar．6　1957　フェルトペン、懇　773xlO9．3　億人最

B－21　Mar－7　1957　フェルトペン、諌　773xlO9．3　高松古美術藍

B＿22　　March7　1957　フェルトペン、続　773×109．3
大阪市立近代美術鎮建設準備室

Bゼ3　　March8　1957　フェルトペン、紐　773×109．3
大阪市立近代美術館建設準備室

B14　　Mar．8　1957　フェルトペン、競　773×109、3　GaiierYHAM

B＿25　　Mar．9　1957　フェルトペン、績　773×109．3　個人霞

B－26　　作品　1957　インク、板182，0×184．0　北九州市立美術悠

B27　　作品＊　1957質　不明　不明　不曜

B－28　　作品ネ　1957　ミグストメディア、ビニール　不明　現存せず

B29　　作品＊　1957頃　インク、ビニール　不明　境存せず

B－30　　巨大なI（ルーン　1957　不明　不明∴現存せず

B－31　作品＊　1957頃　不明　不問∴現存せず

Bで2　　作品　1957　ミクストメディア、ビニール180，0×278．5
兵庫県立美術館

8－33　　作品＊　1957頃　不明　不明　所在不明

8－34　　作品＊　1958頃　不同　不明　所在不明

8－35　　作品＊　1958頃　不同　不明　所在不明

巴36　　作品　1958　ビニール塗器、ビニール180－0×260．0
東京都現代美綺綾

は37　　作品＊　1958頃　不壊　不明　所在不明

g B－38　作品＊　1958頃　不明　不明　所在不明

B－39　　Work　1958　塗料、布116、5×9工0　北九州市立美術館

B＿40　　作品　1958　油彩、布130．0×89．0　高松市美術館

B41　Peinture　1959　重科、布142、5×108－5

Museed’artmoderne，「buIouse

B－42　　作品＊　1960頃　塗料、有　季明　所在不明

B－43　　作品＊　1961頃　不萌　不明　所在不明

B－44∴　絵画　1960　油彩、カンヴァス170－0×1270　千葉古美術嫁

B－45　　絵画＊　1960頃　不既　不明　斎在不明

B－46　　絵画＊　1960頃　不明∴否＝明　所在不萌

8－47　　Work＊　1961頃　不明　不明　所在不明

B－48　　Work＊　1961頃　不明　不明　所を不明

B－49　　Work1961　1961塗説、布178，5二丈1重1．0　濫費県立近代美術館

B－50　　Work1963　1963　塗害斗、右　224、0×179＿5　宮城県美術鍾

B－51　Work＊　1963　塗料、存　否こ明　所在不萌

B－52∴∴いねrk＊　1963　重科、布　不明　所在不澱

8－53　　Work＊　1963　不明　不明　所在不壊

B－54　　Work　1964　塗料、布　82．0×65．0　MuseeCantinLMarse川e

8－55　　無題＊　1964　塗慰、カンヴァス116．0二義90．5　回大蔵

B七6　　WorkLines1964　1964　塗料、カンヴァス126．5X129、0　個人寅

B－57　　バルーン＊　1965頃　不明　不明　現存せず

C－1　　無題＊　1976　アクリル、カンヴァス140－0×140．O

C－2　　無題＊　1980頃　油彩、布　32，Ox41．3

C－3　　薫題＊　1980頃　油彩、カンヴァス　379×45．6

C4　　赤外・紫外線　1989　アクリル、カンヴァス116，5）′90．7

C－5　　赤外一紫外線　1989　アクリル、カンヴァス130．3×972

C－6　　紫外線　1990　アクリル、カンヴァス　91．0×72．8

C－7　　赤外籠　1990　アクリル、カンヴァス100．0×80－3

C－8　　モーツアルト　●ピアノ培委曲∴第27番　K595－　1992

プリントコピー　59－4×84．1（エディション20）

C－9　　ラ′くル“ボレロの　1992　プリントコピー　59．4：東80、1

（エディション20）

C－10　　亨坂道，韮　暮春の海で　1992　プリントコピー　28．5×95．0

〈エディション20）

CJl　　シューベルト．野蚕森●　1992　プiノントコピー　28．0×59、4

〈エディション20）

C－12　　ベートーベン　g交替亜∴第9番「合唱了∴∴1992　プリントコピー

79－0×109．5（エディション20）

C－13　　ショパン“ポロネーズ　第6番「英産」1　1992　プリントコピー

28－5X95＿0（エディション20）

C14　　ショパン“ポロネーズ　第7香「女7想了　1992　プリントコピー

39，5×109－5（エディション20）

C－15　　モーツアルト厚田集（1－6）　1992プリントコピー84．1×59．4

（エディション20〉

C－16　　ベートーベン“ピアノソナタ「情熱了∴∴1992　プリントコピー

59．4×84－1〈エディション20）

C－17　　シューベルト“交誓臆∴案8春「未完成子　1992　プリントコピー

39、5×109，5（エディション20）

C－18　　バッハ　場ブランデンブルク樋奏由∴宥3香t　1992　プリントコピー

39．5×109，5（エディション20）

C－19　1トン八“筈蚕桑組曲　第2番“　1992　プリントコピー

39、5×109．5（エディション20）



C－20　　ガーシュイン　○ラプソディ　イン　ブルー1　1992

プリントコピー　39＿5×109．5（エディション20）

Cゼ1　ガーシュイン‘ltUのアメリカ人e∴∴1992　プリントコピー

39，5×109＿5（エディション20）

C－22　　モーツアルト‘レクイエム　K626’　1992　プリントコピー

79，0×109、5（エディション20）

C－23　　ベートーベン序曲葉（1、4）　1992　プリントコピー　59．4×84．1

（エディション20）

C－24　　ビバルディ一　〇協奏由∴棄1、2、3、4香「四季子　1992

プリントコピー　59、4×84．1（エディション20）

C－25　　シューベルト　鞍曲　暮セレナーデe　1992　プリントコピー

28．0×59．4（エディション20）

C－26　　プレツキ　暮すでに日は暮れて’　1992　プリントコピー

28．5×95．0（工ティシヨン20〉

C－27　　サラサーテ“ツイゴイネルワイセン1　1992　プリントコピー

28＿0×59．4（エディション20）

C－28　　ストラヴィンスキー　バレエ親睦　〝火の鳥“　1992

プリントコピー　39＿5xlO9．5（エディション20）

Cゼ9　　ビゼー“カルメン　第1・2　澄田“∴∴1992　プリントコピー

28，5×95，0（エディション20〉

C－30　　バッハ　管弦楽姐曲　蔓3拳より“アリア“　1992　プリントコピー

28－0×59．4（エディション20）

C－31　ドボルザーク“交華曲　斉8春　作晶88°　1992　プリントコピー

39－5×109．5（エディション20〉

Cで2　　ブラームス“交響曲∴第1香“　1992　プリントコピー

79－0×109．5（エディション20）

C－33　　ベートーベン“交響曲　栗9春「合選了　1992　プリントコピー
196．0×2670

C－34　　モーツアルト“レクイエム　K626教∴∴1992　プリントコピー

196．0×2670

C－35　　60cmサブミリ波による銀河（努辺山）　1992　プリントコピー
59．5×775　協力：長谷川哲夫

C－36　　オリオンの冷たい分子（オリオン」聖の中で星が生まれたり死んだりして
いるところ）45M電波望遠第　1992　プリントコピー
89、5×148．5

C－37　　ブラックホールの作図（GS2023＋388）　1993　プリントコピー

44．0×80．2　薗力：寺田蜃太郎　GaiierYHAM

C－38　　X線量論文痔図　A　1995　プリントコピー　28．0×59－4　珪瑛：
北本俊二

C－39　　X綾星論文持図　8　1995　プリントコピー　28、0×59－4　経供：

北本俊二

C－40　　北天銀河アトラス（大）　1995　写真コラージュ　200，5×270
提供：東大出版会　監修：小平桂一

C＿41　アポロ、アムール小惑星勤逼　1995　フリントコピー　59，4X42－0

壇力：大西逼－　G訓ervHAM

C＿42　　アポロ、アムール小惑星軌道　1995　プリントコピー129＿0×84，3
怪力：大西逼一　個人蔵

C－43　　百村パラボラ竃の影　1995　ゼラチンシルバープリント
59．0×59．0　提供：富商敏夫

C－44　　百村パラボラ憲の影　1995　ゼラチンシルバープリント
100、OxlOO．5　提供：高村敏夫

C－45　　長谷川一郎先生の言†算　オツカルテーション（星食）1950　A　1996
プリントコピー136．0×2170　琵俣：長谷Iii一郎

C46　　長谷川一郎先生の計算　オツカルテーション（星食）1950　B　1996
プリントコピー136．0×2170　提供：長谷川一郎

C47　　北天銀河アトラス（小）　1996　写真コラージュ101．5×201．5
珪侯：東大出版会　監修：小平巷－

C＿48　　霜＊∴∴1996　塗料、木　21＿5×21．8×8＿2

C49　　詰＊　1996　塗料、木　21．5×21、8×8＿　nmOriyuga帖rY

C－50　　箱＊　1996　塗料、木　21．0×21．8×8．i但人種

C－51　宇宙図　赤黒　1978℃8　注彩、カンヴァス　215、5×292．0

豊田古美術鎮

C－52　　長谷川一郎先生の卦算　オツカルテーション（星食）1950　1999

プリントコピー　72＿7×90，9　珪供：長谷川一郎　個人窟

C－53　　万モフ礼讃“ビッグl（ン“　1999－2000　油彩、写真、呑、

カンヴァス　258＿0×199、0　監修：池肉了

Cで4　　赤丸　　2001油彩、カンヴァス183，6×122－5

C－55　　ゼロ　　2002　油彩、カンヴァス　65．2×53＿O

C－56　　天文単位　大庭と輔の置憩　　2002　油彩、カンヴァス

45．5×378　個人蔵

C－57　　グーゴル　　2002　油彩、カンヴァス　59．0×79＿O

C－58　　太陽系　　2003　油彩、カンヴァス　59．0×79．O

C－59　　BlackHole　　2003　油彩、カンヴァス　45．5×378

C－60　　Biad、Hoie　　2003　油彩、カンヴァス　72．8X60．6

C－61　チョウチョウ　　2003　油彩、カンヴァス　58．7×50．O

C－62　　三原色　　2004　油彩、カンヴァス148－8×148．8

C－63　　三原色　　2004　油彩、カンヴァス130－3×89、5

C－64　　三原色　　2004　油彩、カンヴァス　21年5×289－0　書目市美術領
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